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思う と、 さっと 一陣の風が 起って、 横 ざまに 大粒の 雨 

が 襲って くる。 そして 忽ちのう ちに、 雷鳴と 電光と 驟 

雨との 擾乱の 世界と なる。 天と地と が 渾沌た る 一体の 

うちに 融け 合って、 真黒な 激怒の 翼と 電光の 鋭い 爪と 

が、 凡ての もの を 打ち 叩き 折リ 挫ぐ。 もはや 何物の 形 

も 見分けられない。 男の 姿 も 闇に 呑まれて しまう。 

その 渾沌た る 暴虐の 世界の 中に、 やがて ぱっと 光が 

さしてく る。 尊厳な 太陽が 姿 を 現わした ので ある。 中 

天を蔽 つていた 巖 のよう な 黒雲が、 胴体の 半ばから 横 

ざまに 折り 拉 がれて、 空 低く 流れ 落ちて ゆく。 雨が 止 

み 雷鳴が 消え 風が ffl いで、 紺碧に 澄みき つた 大空と 雨 
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